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古
文
書

に
み
た
中
世
末
期
越
後
地
方

の
音
韻
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迫

野

度

徳

一
、
方
言
史
料

と
し
て
の
古
文
書

国

語

に
お

け
る

現
在

諸
方

言

の
記
述

的
研

究

は
、
戦

後

、

体
系

的

に
解

明

さ

れ

て
著

し

い
成
果

を
収

め
、

ま

た
、
方

言
地

理
学
的

方
法

に
よ

っ
て

分

布

か
ら

歴
史
を

推
定

し

よ
う
と

す

る
試

み

も
な

さ
れ

は
じ

め
る

な
ど
、

方

言
学

は
、
近
年
最

も
著

し

い
進

展
を

み
せ

た
研
究
部

門

の

二
つ
で

あ
る

。

と

こ
ろ
で
東

条
操

氏
が

「
方
言

学

の
話

」

の
中

で

学
者

に
よ
る
と

方
言

学

は
現
在

学
な

り
と

の
説

を
と

っ
て
、
そ

の
研
究

範

囲

を

現
代

に
限

ろ
う
と

す

る
人
も

あ
る

が
、

こ
れ

は
少
し

偏
狭

な
論

で

は
あ

る
ま

い
か
。

一
時
代

の
方
言

と
は

、
現
代

の
方

言
だ

け

の
意
で

は

な

い
。
当

然

過
去

の

一
時

代

を
も
含

む
も

の
で

あ

る
。

と

述

べ
ら
れ

た
ご

と
く

、
と

か
く

「
過
去

の
方

言

」

に

つ
い
て
は
、

等
閑

視

さ
れ

る
き

ら

い
が

な

い
で

は
な

か

っ
た
。

そ
れ

は

二
つ
に
は

、
東
条

氏

も

指
摘

さ
れ

る
ご
と

く

、
前
代

の
方

言
資
料

の
貧
弱

さ

に
起

因

す
る

と

こ

ろ

が
あ

る
と
思

わ

れ
る
。

過
去

の
方
言

資
料

に
は
室

町
期

に
至

る
ま
で

ほ

と

ん
ど

み
る

べ
き
も

の
は
な
く

、

そ

の
末
期

に

ロ
ド
リ
ゲ

ス
の

「
日
本

文

典

」
が

わ
ず

か

に
ま

と
ま

っ
た

方

言

の
記
述
を

な
す

ぐ
ら

い
で

あ

る
。
こ

の
よ
う
な

過
去

の
方
言

資
料

の
欠

乏
を

い
さ

さ
か
で

も
補

う
意
味

で

、

こ

こ
に
古

文
書

を

扱

っ
て
み

よ
う
と

思
う

。

先

に
峰
岸

明

氏
が

、

「
平
安
時

代
記
録

資
料

に
お
け

る

『
而

賑
字

の
用

法

に

つ
い
て
=

記
録
語

研
究

の

元
方
法

」

に
お

い
て
、
古

文
書

・
古

記
録

に

つ
い
て
、

①

成

立

当
時

の
原
物

・
ま

た
自
筆

本

の
現
存

す

る

こ
と

。

勿
執

筆
年

時

が
明
瞭

に
知

ら
れ

る

こ
と
。

の

二
点

に
お

い
て
、

そ

の
史
料

価

値
を
認

め

よ
う
と

さ
れ

た
が

、
古
文

書

に

つ
い
て
は
、

さ
ら

に
、

③

今

日
ま

で
明

ら
か

に
さ
れ
た
も

の
で

も
、

実

に
三
十
万

通
を
越

え
、

数

量

の
多
寡

は
あ

る

に
し

て
も

、

ほ
と

ん
ど
全

国

に
亘

っ
て
求
め

ら

れ

る

こ
と

④

そ

の
執

筆
者

は
、

広

い
階

層

に
亘
り
自

ら

そ

の
教

養
度

に
も

幅
が

あ

り
、
内

容

は
、
本

来
的

に
生
活

に
密
着

し

た
も

の
で
あ

る
。

従

っ
て

元

来
、

文
語
的

で

あ
る

に
も
か

か
わ

ら
ず

口
語
的

要
素

が
混

入
し

て

い
る

こ
と
。



等

を
考
慮

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

過
去

の
各
地

の
言
語

状
態
-

方

言
=

を

さ
ぐ

る
資
料

と

な
り

う

る
と
考

え

ら
れ

る
か

ら
で

あ

る
。

そ
し

て
多

く

の

場
合
口
、
執

筆
者

の
属
す

る

国
郡

、
時

に
は
村

落

の
名
ま

で

明
ら

か
で

あ
り

、

こ
の

こ
と
か

ら
単

に
、

例

え
ば

「
東

国
方

言

」
と

い

っ
た

よ
う
な

漠
然

と

し

た

い

い
方

か

ら
脱
皮

で

き

る
か
も

し

れ
な

い
と

い
う

期
待

を
抱

く

こ
と

が
.て
き

る
。

こ
の
古
文

書
を

資
料

と

し

て
、
主

と
し

て
中

世
末

期

の
越
後

地
方

の
言

語
状

態
ー

特

に
音

韻
-

に

つ
い

て
調

査
し

、
併

せ

て
叙
上

の
事

を
確

認
し

て

み
た

い
と

思
う

。
古

文
書

の
う
ち

そ

の
仮

名
文

書

が
当

面

の

中

心
資
料

と

な

る
が

、
そ

れ
ら

は
主

と
し

て
次

の
も

の
に
拠

っ
た

。

上
杉
家

文

書

(
大

日
本
古

文

書
家

わ

け
第
十

二
)

越

後
文

書
宝

翰

集

(
新
潟

県

文
化

財
調

査
報

告
書

第

二

)

奥

山
荘
史

料

(右

同
第

十

)

越

佐
史

料

(
高
橋

義
彦

編

)

曹

洞
宗

古
文

書

(
大
久

保

道
舟

編

)

『
方

言

学

の
話
』

(
昭
32

)
所
収

13

ぺ

『
国
語
学

』

62
輯

『
古
文

書
学

』
吉

村

茂
樹

、
東

大
学

術
叢

書

13

「
く

へ
か

へ
し
」

は
、

「
く

い
か

へ
し

」
が
標

準
表

記
で

「
悔

返

」
が
あ

て
ら

れ
る
。

二

且

与

へ
た
る
物

を

取
り

返
査

巳
意

で
あ

る
。

当
地

の
古

文

書

に
は

こ
の
よ
う
な

「
い
、

ゐ
、

ひ
」

が
、

「
え
、

ゑ
、

へ
」

に
表

記

さ
れ

た
事
例

が
散

見
さ

れ

る
。

以
下

そ

れ
を
示

す
と

、

幻
き
徹
瑠
こ
う
穿

に
そ
.壌

を
申
候
ハ
ハ
さ
.囁
"
わ
に
申
さ

れ
候
へ
く
候
歎

(和
田
茂
実
置
文
案

一
ふ
く

に

ゑ
い
た

へ
ゆ
う

つ
り

わ
た

す
な

り

(和
田
時
明
譲
状

貞
和
ー
ズ
年

一二
月
十

⊥ハ
日

広
永
十
五
年

八
月
十
五
日

=
二
五
〇

一
四
〇

八

の
も
村
上
や
ま
の
は
る
か
あ
な
た
よ
り
ざ
冤

は
た
ち
て
候

(
正
応

五
年
和

与
状

勘
文

文
明
+
二
年
力

越
中
之
人
質
細
々
蜀

候
而
用
心
油
断
有
間
敷
事

上
杉
輝
虎
条
書

(永
禄
四
)

八
月
廿
九
日

去
月
十
二
日
て
う
所
を
以
ゆ
ひ
越
候
事
錘

聞
届
候

物
毎

(上
杉
輝
虎
書
状

(上
杉
輝
虎
署
名
消
息
手
本
永
禄
十

一
年

拾
月
吉
日

関
東
堺
敵
可
成
働
模
様
之
由
そ
首

心
へ
候

(上
杉
景
勝
書
状

(永
禄
七
)

三
月
四
日

一
五

⊥ハ
八

(天
正
七
)

三
月
十
九

日

一
四

八
〇

一
五
六

一

一
五
⊥ハ
四

一
五
七
九

二

、

母

音

「
イ

」

と

「
エ

」

中
世

末
期

、

当
地

の
母
音

で

は

「
イ
」

「
エ
」
が

注
意

さ

れ

る
。

①

宮
福

丸
氏

実

一
世

の
間

二
め

い
を

そ
む
き

候

ハ

ハ
、

そ

の
き

ハ

く

へ
か

へ
し

て
何

の
子

二
も

可
出
候

、

(黒

川
氏

実

置
文

杖
瑚
肝
卜
畔
日
一
四
七

九

)

以
上

と
は
逆

に

「
エ
」
↓

「
イ
」

の
交
替

表

記
も

み
ら

れ
る

。

創
か

ハ
を

こ
い
て
た

か

の

の
ふ
ん

の

田
あ

る

へ
か

ら
す

よ
し

い

(毛
利
広
春
書
状

さ

い
き

り

.楓

(上
杉
景
勝
書

(高
井
時
茂
譲
状

永
正
十
七
年

十
月
九
日

建
治
三
年

十

一
月
五
日

一
五

二
〇

・
(
天
正

八
)

壬

三
月

三
日

(
伊
呂
波

尽

手
本

(永
禄
力
)
)

一
二
七

七

一27=



こ
の
⑨

～
②

「
エ
」
↓

「
イ
」

の
交

替

は

、
国

語

史

上

で
も

し
ば
　

見

ら

れ

る
現
象

で
あ

る

が

、
①

ー
⑧

の

「
イ
」
↓

「
エ
」

の
交

替

を
考

え

合
わ

せ

る
と

、
現

代
、

関
東

、
東

北
、
北

陸

一
帯

に
広

く

見
ら

れ
る
中
舌

音
・e
と
同

じ

よ
う

な
方
言
音

を

反
映

し
た

も

の
で

あ

ろ
う

と
思

わ

れ

る
。

即
ち

、
当

地

に
あ

っ
て
は
、

「
イ
」
「
エ
」

の
音

韻

的

区
別

が

曖
味
で

あ

っ

て
、

そ
れ
が

か

・
る
表

記
と

な

っ
て
現

れ

た
も

の
と

思

わ

れ
る

。
現
代

新

潟
地

方

で

は
、

知
識

階
級

の
も

の
で

も

、

「
イ
」

と

「
エ
」

の

表
記

を
し

ば
　

誤
り

、

一
般

の
農
家

の
老

人
な

ど

に
は

、
共

通
語

に

こ

の
区
別

が

あ

る
と

い
う

こ
と

さ

え
知
ら

な

い
も

の
が
多

い
と

い

う
。

こ
の
よ

う
な
状

態

は
、
中

世

に
あ

っ
て
も

ほ

ゞ
同
様
で

あ

っ
た

と
思

わ

れ

る

。

又
、

母
音

「
イ
」

は
、
司

の
前

で
し

ば
　

「
ユ
」
と

交

替

す
る
。

ゑ

ん

ろ

こ
そ

て

一
か

さ

ね
給

一
し

ほ

ゆ
わ

い
入

参

候

(上

杉
輝

虎

書
状

綜
厭
雌
匹
『

一
五
七

四

)

こ
れ
も

、

現
代

関
東

、

奥

羽

は
じ
め

東

日
本

に
多

い
現

象
で

あ

っ
て
、
中

世

の
そ

れ
ら

の
地

方

の
古
文

書

に
も

頻
出

す

る
も

の

で

あ

る
。

ち
な

み

に

こ
の

「
ユ
」

が
、

次
節

で
述

べ
る
方

言
現
象

に
よ

っ
て

、

「
ヨ
」
と
表

記

さ

れ
る

こ
と

が
あ

る

。

よ
騙

び

に
は

田

こ
そ
う

へ
て
見

る

へ
け
れ

、

一
も

と

う

へ
て
ち

も
と

こ

の
い
ね

(八
讐

田
弾

ひ
の
愚

軽

写
)

朝
は
か
に
勢
い
柴
ひ
ろ
ふ
し
て
わ
せ
植
て
よ
わ
ひ
に
田
を
か
そ
植
て
見

る
へ
け
れ

正
元
二
年
正
月
吉
日

主
平
神
主

(八
幡
宮
古
事
来
歴
帳
)

『
日
本
古
文
書
学

』
「
用
語
」
伊
木
寿

一

越
後
毛
利
氏
。
北
条
村
専
称
寺
過
去
帳

「十
代
最
勝
院
臨
阿

丹
後
守
広
春
」

方
言
学
講
座
第
二
巻
三
七
四
ぺ

三

ウ
、
オ
段
開
拗
音

三

ノ

一

当

地

の

仮
名
資

料

に
は

「
イ
」

「
エ
」

と

共

に

「
ユ
ウ
」

「
ヨ
ウ
」

韻

が
互

に
転

託
す

る

現
象

が
見

ら

れ
る
、
ま

ず

用

例
を

掲
げ

る
。

し

ん
せ

う

(上
杉
輝
虎
願
文

り

ん
せ

う

(右

同

)

待
入
候

喜
人
候

秋

妹
永
禄
七
年

六
月
廿
四
日

へ七
杉
縄
虎
署
各
消
息
手
本

由

拾

拾

.加

せ

う
し
ゆ

ち

よ

ふ

せ

う

き

一
五
六

四

永
禄
+

一
年

拾
月
吉
日

一
五
六

八

(伊

呂
波

尽
手
本

(
永
禄
ヵ
)

上
杉
輝
虎
書
状

上
杉
景
勝
書
状

(天
正
元
)

五
月
十
四
日

(天
正
八
∀

壬
三
月
三
日

(上

杉

景
勝

自
筆

書

状
年
末
詳
)

け

う
あ

い

(本

庄

房

長
書

状

年
末
詳
)

御

り

う
し

ゅ

(阿
佐
美
彦
六
書
状

表
裏

朝

、
今
丁
朝

一
五
七

三

一
五
八
〇

弘
治
二
年

十
二
月
廿
二
日

一
五

五
六

朝
夕
之
心
ー
懸
簡
心
候

上
杉
輝
虎
署
名
消
息
手
本

ぴ
.ヶ
り

(上

杉
輝

虎
書

状

ぎ
房

、り

や

う

(天
正
二
)

霜
月
廿
四
日

永
禄
十

一
年

拾
月
吉
日

一
五
七

四

(
上
杉
景

勝
自
筆

書

状

年
末
詳
)

一
五
六

八

=28一



な
か
ち
ラ

し

ん

ひ
う

(氏
名
未
詳
書
状
)

(蓼
沼
掃
部
泰
重
書

・天
正

十
年

レ四
月

九

日

(隼
人
人
身
質
入
借
米
状

一
五
八

二

一慶

長
三
年

二
二
月
十

四

日

一
五
九

八

1

は
、
、弾
が

."
に
、
H

は
、"
が

.弾
に
表

記
さ

れ
た
も

の
で
、
こ
の
よ

う
な

現

象

は
、
当
地

の
古
文

書

の

一
つ
の
特

色
を

な
し

て
い
る
。

ま

た
、

こ
れ
ら

拗
長

音

の
場
合

の
み
な
ら

ず

、
次

の
よ

う
な
事
例

に
お

い

て
も

同
様

な
現

象

が

み
ら

れ

る
。

成
就

(上
杉
輝
虎
署
名
消
息
手
本

御

り
う

し

ゆ

よ
う

し

ゆ

よ

ふ
し

ゆ

し

ゆ
や

く

扶
助

一
し
ゆ

'
一F
り
、

一
し

ゆ

(阿
佐
美
彦
六
書
状

上
杉
輝
虎
書
状

永
禄
十

一
年

拾
月
吉
日

一
五
六

八

弘
治
二
年

十
二
月
廿
七
日

(永
禄
五
)

二
月
廿
七
日

上
杉
景
勝
自
筆
書
状

小
少
将
寄
進
状

一
五

五
六

一
五
六

二

一年
末
詳

永
禄
八
年

五
月
廿
四
日

上
杉
輝
虎
署
名
消
息
手
太

上
杉
輝
虎
書
状

一
五
六

五

永

禄
十

一
年

,
拾

月
吉

日

(天

正
元

)

八
月

七
b
]

(五
十
嵐
惟
秀
申
状

一
五
六

八

一
五
七

三

年
末
詳

十
月
廿
三
日

こ
れ

ら
ウ
、

オ
段

開
拗
音

の
、
標

準
表

記

と

は
異

っ
た
表

記
は

、
越
後

地

方

の
仮

名
資
料

に
特

に
目

に
立

つ
も

の
で

、

い
ま

の
と

こ
ろ
長
野

県

の
古

文

趨

に
、
、"
↓

殖

の
表

記

と
共

に
、

④
此

人

の
な

か

れ

い

つ
か
た

に
て
ふ

へ
は

ん
し
や

う
申

と
も

一
人
合

よ

る

さ
す

ひ
か

す

へ
く
候
也

文
明
二
年
夘
月
十
八
日

ひ
か
し
こ
む
う
さ
う
ま

信
吉
(花
押
)

回
当
国
ち
ん
ち
よ
諏
訪
上
下
大
明
神
…
…

慶
長
十
三
年
九
月
八
日

東
筑
摩
郡
窪
村
伝
助
等
連
署
起
請
文
、

な

ど
を
散

見

し
た

に
と
ど

ま

る
。

そ

の
他

の
地
方

で

は
、

オ
段

開
拗
音

は

し

ば
し

ば

ウ
段
音

と
交
替

表

記
さ

れ
る
が

、

そ

の
逆

の
表

記
は

見
ら

れ
な

い
。
例

え
ば

、
下
総

国
結

城

に
拠

っ
て
、
北
条

、
佐

竹
ら

と
並

ん
で
強

盛

を

誇

っ
た
結

城
氏

の
十
六

代
政

勝

が
需
.定

し

た
家
法

「
結

城
氏

新
法
度

」

に
は
、

し

う

こ

(
謹
拠

)

(
11
12

13
19

娼
御

紹

の
各

条

)

し

う
も

ん

(
詮
文

)

(
19

姐
条

)

ゆ

ふ
か

い

(要

害

)

(33

97
条

)

そ
し

う

(
訴

訟

)

(
16

条

)

く

わ
り

う

(過

料

)

(
16

91

92
95
条

)

し

う
ら

ん

(照

覧

)

(62

条

)

り

う
ち

(柳
爾

)

(
56
条

)

な
ど

、
、"
↓

、釦
の
事

例
は
頻

出

す
る
が

、
頸

↓

⑩
の
交

替
は

一
例

も
見

当

ら
な

い
。

こ
の
よ
う

な

一
方

的

な

、獅
↓

.即
の
交
替
表

記

は
、
当

代

の
関
東

東
北

地
方

の
文
書

に
は
少

く
な

く
、
中

で

も
合
音

字

の
そ
れ

が
多

く
、

合

音

の
音
声

事
情

に
起

因
す

る
か

と
疑

わ
せ

る
。

こ
れ

に
比
し

て
越

後
地

方

の
古

文
書

に
、
、"
↓

.四
の
交
替

の
み
な
ら

ず
、

そ

の
逆

の
表

記
も

共

に
見

ら

れ
る

こ
と

は
、
他

の
地
方

と

は

異

っ
た

越
後
地

方
特

有

の
音

声

(音

韻

)

事
情

を

思
わ

し
め

る
、

こ
の
、"
↓

."
の
現
象

が

、
少

く
と

も
近
世

に
は
、

越

後
地
方

の
特
殊

な
方

言
音

と

意
識

さ

れ

て
い
た

こ
と

は
、

森

羅
万
象

亭

が

越
後

方
言

を
取
入

れ

て
書

い
た

「
田
舎

芝
居

」
(天

明
七

)
に
、

「
せ

う

よ
た

ろ
」

(醤

油
樽

)
「
わ
か

い
し

よ
」

(若

衆

)
「
よ
う
す

」

(許

す

)

「
よ
り

の
は
な
」

(
百
合

の
花

)
な
ど

を
特

に
織
込

ん

で

い
る

こ
と
か

ら

も
窺

わ

れ

る
の
で
あ

る
。

三

ノ

ニ

と

こ
ろ
で

中
世
末

期

に

は
、
古

文
書

以
外

の
文
献

に
も

こ
の
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、四

・
.四
両
韻

の
表

記
交
替

現
象

は
見

ら
栃

い

そ
れ
ら

に

つ
い
て
は
既

に
二

三

の
論
考

が
あ

る
。
吉

川

泰
雄

氏
は

、

「
近
古

国
語

に
お
け
る

長
拗

音

『

ゆ
う

』
と

『
よ

う
』

と

の
相

関

」

(古

典

の
新

研
究

第

二
集

)
に
お

い

て
、

こ
の
交
替

現
象

を
取

り
上

げ
ら

れ
、

当
時

音
韻

上

の
注

目
す

べ
き
顕
著

な

一
現
象
で

あ

っ
た
と

さ
れ

た
。

そ
し

て
こ

の
現
象

は
、

「
江
戸

上
期

、
敢

へ
て
指
す

な
ら

ば

、
明
暦

万
治

あ

た
り
を

以

て
殆

ん
ど
衰

退

し
、
或

い
は
定

ま

っ
た

語

に
形

見
を

止
め

、
或

い
は
方
言

と

し

て
奇

し

ま
れ

つ

つ
名

残
を

示
す

よ

う
な
状

態
と

成

っ
た

の
で
あ

る

。
」

と
述

べ
ら

れ

て
い
る
。

こ
の

説

に
従

う
な
ら

ば
、
中

世

末
期

の
越

後
地

方

の
古

文
書

に
見

ら
れ

た
交
替

現
象

は

、
中
央

語
系
に

お

い
て
も
当

時
盛

ん

に
行

わ
れ

て

い
た
と

こ
ろ
で

あ

っ
て
、
そ
れ
が
方

言
と

し

て
意
識

さ

れ
る

よ
う

に
な

る

に
は
近
世

ま
で

待

た

な
け

れ
ば

な
ら

な
か

っ
た

こ
と

に
な

る
。

こ
の
吉

川

氏

の
説

を

ほ
ぼ
是

認

さ
れ

て
、

や
は

り
方
言

の
反
映

と
し

て
捉

え

る

こ
と

に
消
極

的

な
姿
勢

を

示
さ

れ
た
も

の
に
、
大

田
栄

太
郎

・
山

田
忠
雄

氏

の
論
が

あ
る

。
大

田
・

山

田
両

氏

は

「
法

明
童

子
」

の
翻
刻

論
考

に
際
し

て
こ

の
現
象

に
触

れ

ら

れ

、
吉

川
氏

の
挙

げ
ら

れ
な

か

っ
た
多

く

の
事

例
を
示

さ
れ

た
が

、
中
.て

も

「
京
大

図
書

館
蔵

元

亀
本

運
歩

色
葉

集
」

に
彩

し

い
、弾

・
、"
相

互
交
替

表

記
が

見
ら

れ
、

同
時

に
そ

の
表

紙
裏

に
、

此
書

関
東

ロ

ニ
テ

仮
名
違

候

、
其

御

心
得

尤

候

と
注
記

が
あ

る

こ
と
か

ら
、

こ
の
現
象

を

「
方
言

の
諸

特
徴

と
結

び

つ
け

る

こ
と
は
極

め

て
容
易

で

あ
る

が
」

と
さ

れ
な

が
ら
も

、

「
当
時

と
し

て

も

関
東

に
於

い
て
書

写
さ

れ
た
奥

書
を

持

つ
す

べ

て
の
古
書
本

が

右

の
傾

向

(注
殖
."
表
記
の
交
替
)
に
同
ず

る
も

の
で

も

な

い
こ
と

は
本

書

(注
、法
明

童
子
)
始
め
幾

多

の
傍

例
が

有

る
上

に
、
吉

川
氏

の
博

引
せ

ら
れ

た
傍

例

に

つ
い

て
見

て
も

そ

の
悉

く

を
関
東

の
も

の
と
断
ず

る

に
は
頗

る
躇

躇

せ
ら

れ
る

も

の
が
あ

る
L

と
慎

重
な
態

度
を

取

ら
れ

た
。

前

記

二
論

考

が

い
ず

れ
も

、
こ
の
現
象

を

国

語
音

韻

史

の
問
題

と

し

て

取
扱

い
、

方
言

の
反
映

か

と
疑

う

こ
と

に
控

目

な
態
度

を

取
ら

れ
た

の

に

は
、
大

田

・
山

田
氏
も

述

べ
ら

れ

て

い
る
ご

と

く
、

そ

の
事

例

が
、
中

央

語
系

の
文

献

に
も
求

め
ら

れ
る

こ
と

に
、

そ

の
主

た

る
理

由
が
あ

っ
た
と

思
わ

れ

る
。
し

か
し

な
が

ら
、

示
さ

れ
た

そ
れ

ら

の
諸

事

例
を
子

細

に
検

討

し

て

み
る
と

、
表

面
的

に
は
相

似

の
現

象

の
ご

と

く
見

え

て
も

、

必
ず

し
も

同

一
の
性
格

の
も

の
ば

か

り
で

は
な

い
よ

う

に
思

わ

れ
る
。

即
ち

そ

れ
ら

の
諸

事

例

に
は

、

D

吉

川
氏

の
引

用

さ
れ

た

「
慈
堂

法

語
」

の
よ

う

に

「
称

」

「
表

」

「苗

」

「
揺
」

「
葉

」

「
遼
」
等

、
、"
=v
頭

の

一
方
的

交
替

表

記

の
み
見

ら
れ

巳

,

る
も

の
。

勿

大

田

・
山

田
氏

の
紹
介

さ
れ

た

「
元
亀
本

運
歩

色
葉

集

」

の
よ
う

に
、

「
興
」

「
類

」

「
趙

」

等

に
対

し

て

「
周
」

「
祝

」

「
秋

」

等

が
同

時

に
見
ら

れ

る
な

ど

、
、四

・
担

が

同

一
文

献
中

で

、
体
系

的

に
相

互

に
交

一
替

し

た
表

記

の
見
ら

れ

る
も

の
。

紛

、弾
壷
、"
の
交

替
表

記
も

見

ら
れ

る
が
、

体
系
的

で

な
く

語
彙
的

傾
向

の

強

い
も

の
。

の
お
よ

そ

三
種

の
場

合

が
考

え
合

せ
ら
れ

る

よ
う

に
思
わ

れ

る
。
③

の
場

合
、

例

え
ば
吉

川
氏

も
指

摘

さ
れ

た
よ
う

に
、

く
は

ん
じ

や
う

じ
殿

。
勧
修

寺

殿
也
。

但

公
家

の
名

目

に
て

ハ
、

ク

ハ

ジ

ヤ
ウ
ジ

と
と

な
ゆ

る
と

か
や

(浮

世

鏡

)

の
よ
う

な
、

一
種

の

「
名

目
読

み

」
と

な

っ
て
交

替

が
固

定
し

た
も

の
も

パ

ロ
ー
ル

あ

っ
た

と
思

わ
れ

、

い
わ
ば

こ
の
種

の
交

替

は
、
臨
時

的
転

設

と
で
も

よ

ぶ

べ
き

も

の
.て
あ

る
。

こ
の

こ
と

は

「
よ
ふ
め

し
」

(夕

飯

)

・

「
す

い
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ぎ

や

う
L

(
水
牛

)
な
ど

が

「託

語

」
と

し

て

「
か

た

こ
と
」

や

「
浮

世

鏡
」

「
丹
波

通
辞

」

な

ど

の
姐

上

に
あ

が
り

え
た

こ
と

か
ら
も

明

ら
か
で

あ

る
。

た
だ

、
こ
の

よ
う
な

転
誰

の

現
象
が

当
時

顕
著

で
あ

っ
た

こ
と
は
、

吉

川
氏

の
指

摘

さ
れ

た
と

こ
ろ
で
あ

る

。

こ
れ
に
比

し

て
②

の
場
合

、
既

に
大

田

.
山

田
氏

も

「
元
亀

本

運
歩

色
葉
集

」

に
、
②

「
瓢

」
を

ヒ
ウ
と

写
す

の
に
対
し

「
干

瓢
」
が
あ

り
、

「
兆

」
を

チ

ウ
と
写

す

の

に
対

し

「
慶

兆

」
が
あ

り

、
「
教

」
を

キ

ウ
と
書

く
傍

ら

「
手
教

」
な

ど

の
反

例
が
あ

る

こ
と
。
b

ケ
の
部

に

「
恐

々
」

「
交

名
」

「
脇
息

」

レ

の
部

「
料

所
」

「
柳

ホ
」

「
綾

羅

」

、

シ
の
部

に

「
愁
歎

」

「
祝

言
」

「
秀

句

」
な

ど
、

見
出

し

の
各

部

の
か

な
と
異

な

る
附
訓

が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

。ω

就
中

、

「
繁

日
」

「
掃
齢

筆

」

の
如
き

表

記

に
際

し

て

の
躊

躇
と
受

け
取

ら
れ

る

表

記

が
あ

る

こ
と

な
ど

か
ら

、

「
夘̂
と
も
.P
と
も

つ
か

ぬ

、
暖
味

な
中
途

半
端

の
発
音

な

る
が

故

に
表

記

に

躊
躇
、
た

め
ら

ひ
が

生
じ

、
或

は

二
途

に
分
か

れ
た

も

の
で

は
な

い
か

」
と

指
摘

さ
れ

た

よ
う

に

.
音

韻

的
区
別

の
暖
味

さ
L
に
起

因

す
る
表

記

の
交
替

が
あ

っ
た
と

思
わ

れ

る
。
そ
し

て
こ

の
②

の
場

合

は

、
当
代

に
あ

っ
て
も

多
分

に
方

言
的

色
彩

が
濃

厚
で

あ

っ

た

と
思
わ

れ

る
。

こ
の

こ
と
は

、
越

後
地
方

の
古

文
書

な

ど

に
、
上

層
階

級

の
も

の
で

も
し

ば

し
ば

頸

・
."
の
相

互
交

替
表

記

を
き

た
し

、

そ

の
表

記
上

の
誤
り

を
防

ぎ
き

れ
な

か

っ
た

か

の
感

が

あ
る

に
対

し

、
中

央

語
系

を
始

め
と

し

て
、

他

の
地
方

に
下

層

階
級

の
も

の
で
あ

っ
て
も

、

ほ
と
ん

と

そ
の
事

例
を
指

摘

す

る

こ
と

が

で
き

な

い

こ
と

か
ら

も
お

よ

そ
考

え

ら

れ

る

こ
と

で
あ

り

、
ま

た
先

に
も

指
摘

し
た

如
く

、

「
音

韻

的
区

別

の
暖

味

さ

」

に
よ

っ
て
表

記

に
ゆ

れ
を

き
た

し
た

と
思

わ
れ

る

「
元
亀

本

運
歩

色
葉

集

」

の
表
紙

裏

に
、

此
書

関
東

ロ

ニ
テ
仮

名
違

候

、
其
御

心

得
尤
候

(傍

点
筆
者

)

と

あ

り
、

ま
た
、

此
書

二
仮

名
違

有

ヲ
顕

ス
也

。

州

ヲ
セ
ウ
と
付
候

…
尭

ヲ
キ

ウ
ト
付

…

と

特

記
し

て
あ

る
事
か

ら
も

、
、弾

・
、"
の
交

替
す

る

の
は

「
関

東

口
」

で

あ

る

と
意
識

さ
れ

て

い
た
事

が
分

る
し

、
換

言
す

れ
ば

、
殖

・
、"

が

こ

の

よ
う

に
体
系

的

に
相

互
交
替

す

る

の
は
、
関

東
以

外
で

は
見

ら
れ

な

い

こ

と

を
認

め

て

い
た

と
解

さ

れ
、

そ

の
方

言
的

色
彩

の
濃

厚
で
あ

っ
た

こ
と

を

意
味

し

て

い
る
と
思

わ
れ

る
。

さ
ら

に
、
夙

に
東

国

人
士

の
手

に
な

っ
た
も

の
で
は

な

い
か
と

疑
問

の

提

出
さ

れ
た
文
献

で

、

、弾

・
、"
表

記

の
相
互

交
替

現
象

が
見

ら
れ

る
も

の

が

あ
る

。
笹

野
堅
氏

が

発
見

さ
れ

、
古

川
久

氏
が

日
本

古
典

全

書

狂
言

集

下

に
翻
刻

所
収

さ

れ
た

「
天

正
狂

言
本

」
が

そ
れ

で
あ

る
。
古

川
氏

は

、

そ

の
解
説

に
お

い
て
本
書

が

東
北
地

方

か
ら

発
見

さ
れ

た
本
で

あ

る
と

い

う
素

性

と
共

に
、
本
書

の

「
大

こ
く
」

に
は

、
大

蔵
流

や
鷺
流

で

、
比
叡

山

三
面

の
大
黒

天

に
参
詣

す

る
個

所
が

、
福
島

県
柳

津

町
円
蔵

寺

の
虚

空

蔵
菩

薩

に
な

っ
て
お

り

、
京
都

付
近

で

す
む
も

の
を
わ
ざ

わ
ざ

会
津

の
山

奥

に
設
定

し
た

こ
と

か
ら

、

「
本
書

は

、
京
都

、
ま

た

江
戸

に
於

け

る
正

統
な

狂
言
師

の
手

に
成

っ
た
も

の
.て
は

な
く

、
た

と

へ
ば

伊
達

家

、
上

杉

家
な

ど
、
東

北

の

い
つ

こ
か

の
藩

に
仕

へ
た
地

方
狂

言

師

の
記
録

し
た

本

で
あ

る
と

い
ふ
想

定

も
浮

か

ん
で

く

る
。

」
と

い
う
説

を

提
出

さ

れ
た

。

本

書

に
次

の
よ

う
な

、弾

・
.四
交

替
表

記
が

見

ら
れ

る
。

(U

6

1

y
↓

y

ω

ふ

は

の

ゝ
し

ょ
く

の
遊

女

(
茶

ぐ
り

)

勿

ど
く

じ

よ

(
と

こ
ろ

)
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③

.、
し

よ

(
花

ぬ
す

人

)

④

じ

よ
'・4
や
う

(
く
り

や
き

)

⑤

し

よ
行

(
女

ら
く

あ

み

)

⑥

じ
よ

ん
ぎ

や

く

(
ご
ぜ

ざ

と

う

)

ー

(順
)

σ

じ

ょ
ん

の
舞

(
わ

か
な

)

⑧

せ
れ

ふ

(
三
人

笑

百
姓

な

ど
全

例

)

⑨

也
夢

(
と

く

さ
な

ど

)

㈹

せ
う

く

(
あ
を

の
り

)

㎝
せ

う
と

(
八
は

た

む
子

な
ど

)

11

、"
↓
凶

⑫

酒

は
白

や
く

の
ち

う

(
も
ち

酒

)

㈲

雁

し
ゆ

(
雁

か

り

が

ね

)

豹
)

⑳

ひ
う

の
か

わ

(所
)望
)

㈲

し

ゆ
ま

ふ

(齢

)

㈲

ゆ

わ

ひ
(芙
容
)

0の

ふ

ゆ

ふ

(妙
丹
)

㈹

み

う

た

ん

(教
化
)

㈲

き

ふ
げ

(尋
常
)

⑳
ち
ん
ぢ
う

(魚
頭
)

⑳

ぎ

ふ

た

ふ

(諸
)

⑳

し

ゅ

国

(児
校
)

㈱

こ
き

ふ

(

(妙
音
講
)

(
二

人

お

さ

め

る

)

(
八

は

た

む

子

)

(
こ

け

松

)

(
梅

ぬ

す

人

)

(
な

る

こ

や

る

こ

)

(
し

ぶ

が

き

)

(
と

こ

ろ

)

(
と

こ
ろ

)

(
う

ち

み

)

(
地

ぢ

う

坊

)

鞠

ざ
と

う

)

⑦

み
う

お

つ
か
う

(馬

か
り

ざ

と
う

)

㈱

は

く

ゆ
ふ

(馬

か

り
ざ

と
う

)

⑳

一
ひ
う

(米

か

り

)

⑳

ざ

う
ゆ

う

(米

か

り

)

⑳

我
が

中

(
つ
り
ぎ

つ
ね
)

⑳

し

ゅ
り

や

う

(
も

ち
酒

)

⑳

ち

う
ぼ

く

(
つ
り
ぎ

つ
ね

)

(経
諭
)

⑳

き

ふ
ろ

ん

(
つ
り

ぎ

つ
ね

)

鋤

し

ゃ
う
ぎ

ふ

(
つ
り
ぎ

つ
ね

)

本

書

に

は

、
以

上

の

よ

う

な

76

・
頭

の
表

記

の

交

替

が

見

ら

れ

る
が

、
と

り

.

.

刈
寿
愈

{秀
句
)

わ

け
、
「
せ

う

く

」
に

対

し

て
「
し
う

く
」
(今

参

)
「
じ

ょ
み
や

う
」
に
対

し

、

「ぢ

ゆ

み

や
う

」
(
も
ち

酒

)
が
あ

り
、
就

中

、
「
一
人
出

て
レ
調
γ
と

入
す

る
。

大
ら

く
わ
ぢ

ゃ
出
合
。
せ
う
と
は
か
ま
も
た
ず
」

(は
か
ま
さ
き

)
、

「
も
し

箋

は
ら
立
ば
は
や
し
物
。

(中
略
)
尉

こ
れ
見
て
は
ら
を
た
つ
る
」

(
末

ひ
ろ
が

り

)
の
よ

う

に
、

数

行

を
ま

た
ず

両
様

の
表

記
が

な

さ
れ

て

い

る

こ
と
か

ら

も
、

両

韻

の
音

韻

的
対

立
が

曖

昧
で
あ

っ
た

こ
と
が

思
わ

れ

る
。

こ

の
よ
う

な
拍

.
"

両
韻

の
弁
別

の
曖

昧

さ

の
方

言

と
し

て

の
蓋
然

性
と
、
古
川
氏

の
提
出

さ
れ
た
疑
問
と
は
亙

い
に
相
浦

い
あ
う
も

の
で
あ
る
・

三

ノ
三

か

ゝ
る
手
続

き

を

経

て
、再

び
越

後
地

方

の
古

文

書

に
見

ら
れ

じ簾

筆

竣

る
称
り
ば
、
上
杉
輝
耀

名
消
繹

姦

響

巳
年
中
に
.

「
表

裏
」

「
秋

」
と

同
時

に

「
扶

助

」

「
朝

」

等

の
見

ら

成
就

」

「
入
」

れ

る

こ
と

な
ど

ひ
き
あ

い
に
出

す
ま

で

も
な

く
、
既

に
音

韻

的

対

立

が

曖

昧
で

あ

っ
た

と
思

わ

れ
、

当
地

の
ウ

・
オ

段
開

拗
音

は
、
方

言

音

と
し

て

特

殊
な
地

位
を
占

め

て
い
た

こ
と

は

明
ら
か

で
あ

る
。

現

代
当
地

方

言

で

は
、

「
夢
」

も

「
嫁

」

も
と
も

に

〔
　

〕

と
発
音

さ

れ

て
区
別

な

く
、
老

年

層
で

は

、
ど
～

σ。
冒

噸5
`
な
ど

こ
の
系

列

の
す

べ

て

の

モ
ー

ラ
が

な
く

な

っ
て

い

て
、
ざ
o
o
ユ

(き

ゅ
う

り

)
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(牛

乳

)
、
　

(
九
州

)
の
よ
う

に
発
音

さ

れ

る

と

い
う

。

こ
の
よ

う
な

現
象

は
、

中
世

末
期

す

で

に
成

立
し

て
い

た

も

の
と

思

わ

れ
る
。

(注

1

)
上

杉
家

文
書

。
景

勝
公
御

直
筆

と

あ

る
箪

笥
中

に
あ

り
、

あ

る

い

は
景
勝

の
も

の
か

。

『信

濃
史

料

』

信
濃
史

料

刊

行

会

『
中
世

法

制
史

料
集

矛

三
巻

武

家
家

法

1
』

「
弘

治

二
年
鋪

十

一
月
廿

五

日
新
法

度
書

之

政
勝

(
花

押

)
の
奥

書
を

持

つ

『
方

言

と
方
言

学
』

「
酒

落
本

に

現

れ

た

る
方

言

の
考

察

」

東

条

操

蔵

野

嗣

久

「
内
閣
文

庫

蔵
庭

訓
往

来

に

つ
い

て
ー

仮
名

表

記

を

中

心

に
ー

」
(
国
文
学
敬

第

三

十
号

)
に
も

二
三

見
ら

れ
る

。

『
山

田
孝

雄
追

憶
史

学
語

学

論

集
』

『
方

言
学

講
座

矛

二
巻

東
部

方

言
』

三
七

二

ぺ

(
加
藤

正
信

)

四

開

合

現
代
新

潟

県

の
大
半

の
地

に

い
わ

ゆ

る
開

合

の
別

が

あ

る

こ
と

は
、

よ

く
知

ら
れ

て
お

り

、
加

藤

正
信

大

山
貞

子

両
氏

に
よ

る
精

密

な

調
査

の
報

告

も

あ

る
。

(
「
新

潟

県
方

言

に
お

け
る

『
オ
列

長

音

の
開

合

』
」
『
文

化

』

21
巻

4
号

)

従

っ
て
、
当

然

の

こ
と

な
が

ら
中

世

末

期

に
あ

っ
て
は
、

開
合

表

記

の
混
同

例

を

ほ
と

ん
ど
指

摘

す

る

こ
と

が

で

き

な

い
・

し
か

し

そ
れ
.て
も
な

お

、
次

の
よ
う

な
表

記

の
混

同

と
思

わ

れ

る
も

の

に
遭

遇

す

る
..

来

百

に
嫉
舛
じ
や
う
憲

.引

て
や
い
の
い
た
し
候

(直

江
実

綱

・
河

田

長
親
連

署

書

状

一

'

▼
(永

禄

四
)

夘
月

廿
七

日

こ
ん
.甘

新

介

(近
藤

文

書

、
上

杉

輝
虎

書

状

「
五

六

一

永
禄
六
年

正
月
廿
二
日

一
五

六

三

か
ん
潮

(
蓼
沼
掃
部
泰
重
書
状

天
正
十
年

四
月
九

日

一
五

八

二

そ
れ

へ
も

し

た

ゝ
め

候

て
籠

の
間

比

状

ふ

さ
た

に
あ

る

へ
く
候

(
和

田
茂

資
譲

状
文
和
四
年

八
月
廿
五
日

一
三

五
五

①

の
差

出
書

は

、

直

江

、
河

田
両
氏

の
連

署

に
な

っ
て

い

る
。

直

江

は
、

府

内

長

尾

家
譜

代

の
重

臣

で

執

政

の
主
脳

で
あ

っ
た
。

河

田
は

、
近

江

牢

人

の
低

身
か

ら

謙

信

に
登

用
さ
れ

た
も

の
で

、
永
禄

四
年

以

降

か

か

る

両

名

連
署

の
形

式

が
増

加

す

る
。

勿
論

、

こ
れ
が

河

田
の

手

に
な

る
も

の
と

す

る
と

、
当

地

の
開

合
混

同

の
事

例

と
な

す

こ
と

は
.て
き

な

い
。
②

は
、

前

記
論

文
.て
、

現
代

「
遠

藤

」

は

＼
　

＼

と
な

っ
て
異

例
で

あ

る
と

の
報

告

は
興
味

を
引

か

れ

る

が
、
混

同

の
事

例
で

あ

る
。
③
も

「
天

正
十

年

四
月

九

日
越

中

魚

津
6

到
来

之

文
談

写
し

置
候

」
と

い

う
と

こ
ろ

に

問
題

は
あ

る
が
、

い
つ

れ

に
し

て
も

混

同
し

て

い

る
。

④

の

例

は
、
十

四
世
紀

の
も

の
で
あ

り

、

こ
の
種

の
も

の
と
し

て
は

早

い
方

の
事

例

に

属

す

る
。

こ
の
よ

う

に
早

い
時

代

か

ら
混

同

の
事
例

が

散

見

さ
れ

る

こ
と

は
、

十
六

世
紀

の
教

多

く

の

仮

名
資

料

を
検

し

て
疑

わ

し

い
わ

ず
か

三
例

を

得

た

に

す
ぎ

な

い
事

実

と
ふ

さ
わ

し
か

ら

ぬ
印
象

を

受

け

る
が
、

あ

る

い
は

こ
れ

は
、

下
越

も

山
形

県

よ

り

の
奥

山
庄

に
拠

っ
た

人

の
手

に
な

っ
た
事

に
関

係

が

あ

る
か

も

知

れ

な

い
。
前

記
加

藤

、
大

山
両

氏

の
論

文

で

は

、
現
代

信

濃

川

と
阿
賀

野

川
流

域

の
境

界
線

以
北

に

お

い
て
は
、

こ
の

開

合

の
別

が
聞

か
れ
な

い

と

報

告

さ

れ

て
い

る
。

現
代

開
合

の
別

の
行

わ

れ

て

い
る

越

後

中
部

以
外

の
地

が
、

い

つ
の
時
代

に

こ

の
区

別

を
失

っ
た

か

は
、
資

料

が

十

分
で

な

く

必
ず

し
も

閲

明
し
が

た

い
が
、

元

来

上

越
権

力

に
対

し

て

独
立
性

の
強
か

っ
た

下

越

地
域

が

、
言

語

に
お

い

て
も
、

早

く
か

ら

上

越

と

は
別

個

の

道

を

踏

ん

だ
可
能

性

は
あ

る
。

い
つ
れ

に
し

て
も

、
中

世

末

期

越
後

地

方

に

お
け

る
開
合

音

は
、

そ

の
区
別

を

比

較
的

よ

く
保

っ
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て

い
た
と

い
え

る
。

こ
の
開
合

の
区
別

を

、
前

節
で

見

た
頸

、
、70

相

互
交

替

の
現
象

と
絡

ま

せ

て
思

え
ば

、
、弾
、
.⑳

交
替

の
諸

事

例
が

、
す

べ
て
標

準
表

記

で
は

、

エ

ウ

(
エ
フ
)

・
ヨ
ウ
な
ど

と
書

か

れ
る

い
わ

ゆ

る
合
口
音

字

に

限
ら

れ

て
い

た

こ
と

と
無

関
係

で

は
あ

り
得

な

い
。
恐

ら

く

、
当
地

に
お

け
る
合
音

の

、o
が
、

o
と

も

P
と

も

つ
か

ぬ
閉
じ

た

不
明

瞭

な
音

価
を

持

っ
て

い
て
、

そ

れ
が

、

、弾

・
."
の
弁

別
を

危

う
く

し
、

開
音

と

の
距
離

を
保

ち

や
す

く

し

た

の
で

あ

ろ
う

。

こ

の
よ
う

な
当

地

の
開
合

の
区
別

は

、
し

か

し
な

が

ら
既

に
近

隣

諸

国

と

の
間

に
偏
り

を

生
じ

、
特
異

な
存

在

と

な
り

つ
ゝ
あ

っ
た

よ
う
で

あ

る
。

い
ま
越

中

は
仮

名
資

料

が
多

く

な
く
明

ら
め

が

た

い

の
で

、

加
賀

能

登

信

濃

に
見

る
と
。

加

賀
能

登

信
濃

ち

よ

う
ち

(
あ
ま

し

ゆ

一
寄

進

状

は
せ

へ
の

る
り
わ
か

ゆ

つ
り
し

よ

う

御

か

ゆ
り

や

う

寄
進
状
案

(法
信
譲
状
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や

み
き

し

や
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と
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う
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ふ
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は
せ
へ
の

る
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わ
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三
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治
五
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進
状
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貞
治
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(尼
見
祐
寄
進
状
案

頃
談
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善
法
寺
了
清
寄
進
状
案

(深
沢
有
経
譲
状

く
り

や
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(妙
善
譲
状

正
応
元

一
二
八
八

康

永

一
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「
三

四
三

承
和
四

一
三
七
八

コ
ウ

ヘ

コ
うウ

ケ

柔

ゴ

ウ

ト

ク

コ
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ゾ

ウ

サ
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ソ

ウ
うモ

ク

ム

ソ
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王

ゾ

ウ

シ

ヤ

ウ

ブ

ト

ウ
ヂ

ド
,ヴ
う,ロ

天

ト

ウ

シ

ン

ト

ウ

チ

ヤ

ウ

ノ

ウ

ジ

ウ

モ

ウ

シ

タ

モ

ゥ

七

ヨ

ウ

ヨ

ウ
地

ロ

ウ

土
公
祭
文

タ

ロ
ウ

中

ヲ

ウ

、
　

ヲ

ウ

リ

ウ

信
濃

の
場

合

、
そ

の
混

同
例

は
甚

だ
多

く
、

以
圷

省
略

に
従

う
が

、

こ
れ

ら

の

二
三
を

見

て
も

、
越

後

近
隣
諸

国

の
開
合

混
、同

の
根

深

さ
が

知
ら

れ

る
。

こ
れ

に
比
し

て
比

較
的

よ

く
開
合

音

を
保
存

し

た
当
地

は

こ
れ

ら
近
隣

諸

国
と

の
間
隙
を
大
き
く
し
、
次
第

に
方
言

音

と
し

て
の
道
を
歩
ん
で
行

っ
た

の

で

あ
ろ
う
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1
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『藩
制
成
立
史
の
綜
合
研
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米
沢
藩
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藩
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史
研
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右
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濃
史
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史
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交
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宛

て
た
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。
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こ
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山
田
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書
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末
詳

(庄

田
小

二
郎

目
安

年
末
詳

)

(直
江
兼
続
自
筆
起
請
文
案

年
末
詳

地
代

ち
ま
ん

(
鉄

炮

一
巻

之
事

年
末
詳

)

(
上
杉

景
勝

自
筆

書
状

年
末
詳
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(直

江
勝
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起
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案

年
末
詳

)

(上
杉
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虎
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状
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ん
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う
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(
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)
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治
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五
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(直
江
実
綱
河
田
長
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印
判
状

(沙
弥
秀
建
譲
状
文
明
十
七

一
四
八
五

(永

禄

四
)

一
五
⊥
ハ
=

四
つ
仮
名
は
開
合口
と
は
対
照
的
に
十
六
世
紀
に
は

そ
の
音
韻
的
区
別

を
全

く
失

っ
て
い
る

。

五

、

結

び

以

上
、
中

世
末

期

の
古
文

書
を

資
料

と
し

て
、

当
代
越

後
地

方

の
音
韻

二

三
に

つ
い

て
見

て
き

た

の
で
あ

る
が

、
母
音

「
イ
」

と

「
エ
」

、
及
び

開
拗
音

の
ウ
段
音

と

オ
段
音

は
、

既

に

こ
の
時
代

、
音

韻
的
対

立
が

暖
味

に
な

っ
て
い

て
、
と

も

す
れ
ば

ま
ぎ

れ

が
ち

に
な

っ
て

い
た
よ

う
で

あ
り

、

ま

た

四

つ
仮

名

の
弁

別

は
全

く
失

わ
れ

て
い
た
が

、
開
合

音

の
区
別

は
比

較

的

よ
く
保

た
れ

て
お
り
、

し
か

も
隣

接
諸
地

域

と
隔
り

を
生

じ
、

特
異

な
存
在

と
な

り

つ
ゝ
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
諸

事
象
が

ら

判
断

す

れ
ば

、
今

日
越

後
方

言

と
し

て
行

わ
れ

て

い
る
大
略

は

、
少

く
と

も

四

五
百
年
前

、

既

に
そ

の
大

構
が

成
立

し

て

い
て
、

そ
れ
が

近
世
封

建
社

会

と

い
う
ま

た
恰

好

の
方

言
温
床

の
中

で
、

守
ら

れ
伝

え
ら

れ

て
今

日
に
至

っ
た

の
で

は

な
か

っ
た

か
と

さ
え

思
わ

れ
る
。

過
去

の
方
言

の
資

料

は
、
中

央
語

の

そ
れ

に
比
し

て
極
め

て
少

な

く
、就

中
室

町
以
前

に
は

ほ
と

ん
ど

見

る

べ
き
も

の
は

な

い
。

こ
う
し

た
資
料

の

不

足
が

、
今

日
方

言

史
研
究

の
進
展

の
大

き
な
障

壁

と
な

っ
て
い
る

こ
と

は
前
述

の
通
り

で
あ

る
っ
し
か

し
な

が
ら

、
我

々
の
手
も

と

に
残

さ
れ

た
彩

し

い
古
文

書
な

ど
を

資
料

と
し

て
、
右

の
よ
う

な
調
査

を
進

め

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

あ

る
程
度

過
去

の
方

言
状
態

が
再

構

で
き

る

の
で

は

な

い
か
と

い
う
期
待

が
抱

か
れ

る
。
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